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Accounting represents economic events of a business 
enterprise by accounting languages.　Accounting languages 
are accounts that are constructed by account titles and 
account values.　Account titles represent qualitatively 
economic events by names.　Account values represent 
quantitatively economic events by monetary terms.
Accounting information is a symbolic representation of the 
economic events of a business enterprise in terms of 
accounting languages.　Accounting intermediates between a 
business enterprise （the accounting information transmitter）
and its stakeholder （the receiver of accounting information）
to reach the mutual understanding of the former and the 
latter.　Accounting should accomplish the mission of a 
language of a business enterprise.
From such a viewpoint, this paper defines three concepts 
underlying the accounting information theory.　The contents 
of this paper are as follows.
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Ⅰ Information
 1　Four Concepts of Information
 ２　Non-Sign Information and Sign Information





 1　Causality and Teleology
 ２　The Nature of Causality
 3　Tree Viewpoints of Causality
 4　The Development of Causality in Accounting
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Ⅰ　情　　報

















































 3） 吉田［1990a］ 3 頁，および吉田［1990b］114-115頁。
 4） 吉田［1990a］ 3-4頁，95-96頁，および吉田［1990b］115-1２1頁。
 5） 吉田［1990b］ 1２1頁。
 6） 吉田［1990a］ 4 頁。
30






これら 4 つの情報概念が科学的構成概念となるためには，次の 4 つの条件を

















 7） 吉田［1990a］ 4 頁。






































































的フェイズは，これを（ 1 ）時間変換（貯蔵），（ ２ ）空間変換（伝達），（ 3 ）
担体変換（コピー），（ 4 ）記号変換（翻訳），（ 5 ）意味変換（意思決定）の 5
つに分類できる18）。
（ 1 ）時間変換は，情報の時間的移動すなわち情報の貯蔵であり，それは個














19） 吉田［1990a］ 5 頁。
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23） 吉田［1990a］ 7 頁。
24） 吉田［1990a］ 7 頁。
25） 吉田［1990a］7-8頁。








































































27） 吉田［1990a］ 8 頁。
28） 吉田［1990a］107頁。
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69） H. R. アントンは，コンピュータを会計測定の用具として使用するときの信頼性の主た
る要件として，①故障のないこと，②統計的安定性および③正確性の 3 つを提示してい










































































































































































































































































































































因果関係は 1 つの原因Cと 1 つの結果Eとの組み合わせである。多重因果関係
は，有限個の原因C₁, C₂……, Cnと 1 つの結果Eとの組み合わせ（原因の複数
性），および 1 つの原因Cと有限個の結果E₁, E₂……, Enとの組み合わせ（結果
の複数性）の ２ つからなる。単一因果関係が成立するためには，例えば，有限
個の原因の組 ｛Ci｝ と有限個の結果の組 ｛Ei｝ から成る複合事象は，単一因果関
係に対応する関数関係をy ＝ f（x）とすると，これら ２ つの組の関係が「yi＝
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の ２ 重分類的表現を 1 組の会計表現の結果とみなしているからである。 ２ 重分




れることになる。しかも 1 つのカテゴリーに対して 1 つのクラスを関係づける
形式をとっている。単一因果関係129）による表現である130）。













129） G. H. ソーターによれば， 1 つの会計事象は， 1 つ以上の原因から生起し 1 つ以上の結
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